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1ーはじめに

道路交通網の発達にともない、野生動物の移動経路の

分断やロードキルの発生が問題となり、「エコロードjと

いう言葉が知られるようになってきた。エコロードには

野生動物のロードキルを防ぐだけでなく、「生息地の保全

や動植物全体の保全を図った道路jといった広い意味が

ある[lJ。道路事業における保全対策においても、人身

事故の可古巨性か高い大型動物のロードキル対策だけでな

く、小型動物の移動経路創出 [2Jや希少植物の移植

[3 J、昆虫類のロードキルの現状 [4Jなど、多様な方

策や調査が実施されている。さらに、鉄道や船舶、飛行

機などの分野でも野生動物との問題が発生しており [5、

6. 7J、特に近年では列車とニホンジカとの接触事故が深

刻化してきている [8J。そのため、効果的な対策が早急

に必要とされるが、対策への動物の慣れやコストの観点

から確実な手法は確立されていなし、。

野生生物と交通に関する日本国内の動きは、 1980年代

からエコロードを意識した道路が建設されはじめ[lJ、
いくつもの道路事業において保全がすすめられてきてい

る。また、北海道では(一社)北海道開発技術センター

が主催する「野生生物と交通」研究発表会が2002年か

ら毎年開催され、野生生物と道路との関係や動物の移動

に関する研究などが多数発表されている。さらに、われ
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われは野生生物と交通にかかわる諸問題の解決および若

手研究者の育成などを目的として、 2008年から学会での

企画集会を開催している [9J。

エコロードの考え方が広がりをみせてから約 30年経

過し、多様な保全対策などが実施されつつあるが、「野生

生物と交通」に関する課題は山積されている。「野生生物

と交通」の問題を考えていくうえで、現状と今後の課題

を把握しておくことは重要である。本報告では、これま

でに行なわれた日本国内での「野生生物と交通jに関す

る論文の掲載状況から、研究の時間的変化およひ噺究対

象などについて傾向を探り、今後の5船琶を整理した。

2.検索キーワードの設定

日本国内の論文を検索するため、国立情報学研究所が

作成している論文検索サイト CiNii(NIr論文情報ナピゲ

ータ)を活用し、論文の抽出を行なった。論文抽出にあ

たっては、「野生生物と交通」に関連すると考えられた6

個のキーワードを用いた(表1)。なお、本報告では、陸

域に関する論文を対象としたため、バードストライクな

どの航空の問題およびパラスト水などの船舶の問題はキ

ーワードとして設定しなかった。
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表 1 検索に用いたキーワード

キーワード1 ロドキル

キーワード2 エコロード

キーワード3 生息地+分断

キーワード4 道路+保全対策

キーワード5 列車+生物

キーワード6 レールキル

3.検索結果

(1)ヒット件数

選択した6キーワードを CiNiiに入力し、論文を検索

した。それぞれのキーワードで検索された論文のうち、

「野生生物と交通」に明らかに関連しないと考えられた論

文については除外し、有効な論文のみ集計した。

ヒットした有効論文数は 136件で、キーワード「エコ

ロード」がもっとも多く (62件)、キーワード「レール

キル」では、論文が抽出されなかった(表2)。

表2 各キーワードにおける論文件数

キーワード 有効件数(ヒット件数)

ロードキJレ 31件(37件)

ヱコロード 62件(68件)

生息地+分断 15{'牛(21件)

道路+保全対策 28件(45件)

列車+生物 3件(5件)

レ-)レキル O件(0件)
※複数のキ ワ ドでヒットする論文があるため、有
効件数の合計は「有効論文数136件』と異なる

(2 )発行年の傾向

抽出された論文は、1981年-2012年に発行されたもの

であり、 2003年の 15件がもっとも多く、 10件以上発行

された年は 2006年 (10件)、 2004年 (12件)、 2002年

(13件)であった。また、論文の経年変化の傾向を把握

するため、約 10年間で区切り、 1981-1991年 (ll年

間)を「第 l期」、 1992-2002年 (ll年間)を「第 2

期」、 2003-2012年(10年間)を「第3期」とした。

表2 各キーワードにおける論文件数

1981-1991年

(室1塑)
8件

1992-2002年 2003-2012年
[第2期第3期)

51件 77件

第l期の 1981-1991年は8件と少なかったが、第2

期の 1992-2002年には 51件、第3期の 2003年-2012

年には 77件と増加傾向を示した(表3)。

(3 )調査対象の傾向

各論文について、対象とする分類群の傾向を把握する

ため、 II項目(小型晴乳類、中型崎乳類、大型崎乳類、

複数崎乳類、甲殻類、両生拠虫類、鳥類、魚類、昆虫

類、植物、複数分類群)に分けるとともに、特定の生物

および分類群を対象としない場合には、「なし」として分

類した(図1)。

[小型晴乳類]

第l期の論文数はなく、第2期と第3期はそれぞれl

件と 3件であり、わずかな増加傾向を示した。対象はネ

ズミ類やコウモリ類であった。

[中型楠乳類]

第l期の論文数はなく、第2期に I件、第3期に3件

が抽出された。士、ち剥重は主にタヌキであった。

[大型補乳類]

第I期の論文数はなく、第2期に4件、第3期に 15件

が抽出され、大幅な増加がみられた。ほとんどがエゾシ

カを対象としており (14件)、このほかにツキノワグマ

とカモシカが対象とされていた。

I複数崎乳類]

第1期の論文数はなく、第2期に4件、第3期に 5件

であった。対象種は特に設定せず、ロードキル防止対策

のモニタリングなどが主な内容であった。

[鳥類]

第l期および第2期の論文はなく、第3期に 5件に増

加した。対象種はヤンバルクイナや猛禽類であり、ロー

ドキルと生息環境に関するものが主な内容であった。

[両生・聴虫類]

第l期の論文数はなく、第2期に l件、第3期に3件

であり、やや増加した。対象は両生類であり、生息環境

に関するものが主な内容であった。

[魚類]

第l期および第2期の論文数はなく、第3期に l件の

みがみられた。対象種はアジメドジョウであり、生息状

況に関する内容であった。

[甲殻類]

第I期の論文数はなく、第2期に l件、第3期に l件
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海外
であった。ロードキル防止対策および生息地保全が主な

内容であった。

[見虫類]

第l期および第2期にそれぞれ l件みられ、第3期に

5件に増加した。対象種は主にチョウ類であり、ロード

キルおよび生息環境に関するものが主な内容であった。

考察および今後の展望

(1)ヒット件数

「エコロードjは、対象種を問わず、道路事業において

広〈用いられるキーワードであるため、もっとも論文件

数が多かったと考えられる。一方、レーJレキJレや列車を

含んだキーワードは件数が非常に少なかった。大型哨乳

類のレールキルは新聞などで取り上げられることが多い

問題であるため、列車と野生生物とのかかわりに関する

研究や事例は今後増えてくると思われる。

(2 )発行年の傾向

エコロードの考え方が日本で取り入れられ始めた初期

(第I期 1981~ 1991年)には、論文数がきわめて少な

かったが、その後、 1992~ 2002年(第2期)には約 6

倍、2∞3~ 20l2 年には約 10倍にまで論文数が増加した。

道路事業では新規の道路建設に限らず、大規模な道路補

修や拡幅工事においても周辺環境に配慮した作業が行な

われるようになってきていることから、今後も論文数は

定もしくは増加傾向を示すと考えられる。

(3 )調査対象の傾向

第 1期は保全対策の事例やモニタリングに関する内容

であり、鬼首道路や甲子道路など、先進的に多分野にわ

たる保全対策を行なった結果が多いためと思われる。そ

各論文において対象とされた地域図 2

4 

[植物]

第I期の論文数はなく、第2期に 6件、 第3期に9件

であり、増加傾向を示した。緑化およびそのモニタリン

グが主な内容であった。

[複数分類群]

第1期の論文数は l件、 第2期に 7件、第3期に 8件

であった。植物の移植や緑化、動物の生息環境保全など、

一つの事業 (一地域)に対して行なった複数の保全対策

が主な内容であった。

そのほか、特に動植物を対象とせず、エコロードや保

全対策についての解説や問題提起に関する論文が第 1期

に2件、第2期に 22件、第3期に 15件みられた。

(4 )調査対象地域の傾向

抽出された 136件のうち、北海道での論文数がもっと

も多く (25件)、関東 (21件)、東北 01件)、中部 (10

件)の順で続いた(図 2)。四国を対象とした論文は確認

できず、そのほかの地域では 1~5 件の論文数であった。

また、論文の内容が解説などである場合、対象地域が

「なしJに分類され、論文数は 38件となった。

不
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の後、第2期、第3期になるにつれて大型晴乳類との交

通事故、緑化や植物の移植について研究や対策がすすめ

られるようになっている。特に、大型H甫乳類のロードキ

Jレは人身事故に発展する可能性があり、その対策の増加

が論文数の増加につながっていると考えられる。

(4)調査対象地域の傾向

北海道では、道路事業において、他地域ではあまり行
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なわれていない保全対策(モモンガ コウモリ類の保全、

エソシカのロードキル対策、ザリガニの保全)が広く実

施されていること、また「野生生物と交通」研究発表会

の開催によって、毎年数多くの事例や研究結果が報告さ

れているため、論文が最も多いと考えられる。

関東、東北、中部では、地域特有の保全対策などは少

ないが、一つの事業において複数の保全対策を行ない、

その成果がいろいろな視点で報告されることによって論

文数が増加していると考えられる。

その他の地域では論文数が非常に少なしこれは保全

対策事例が少ない、もしくは実施されていても未公表で

あるためと思われる。保全対策は地域により方針や手法

が異なるため、多地域での事例を公表し、情報を活用し

ていくことが望ましい。そのため、九州や四国など、論

文数が少ない地域での今後の情報公開が不可欠である。

5 おわりに

今回利用した論文検索サイトでは、 6キーワードによ

り「野生生物と交通」に関する論文が 136件抽出された。

これらは事例紹介や保全対策の効果検証に関するものが

多く、保全対策の基となる野生生物の生態や形態の観占

から「交通」とのかかわりを報告したものはほとんどな

い。道路事業における保全対策や事故発生の防除は、現

場での試行錯誤の取り組みが不可欠である一方、対象と

なる生物の生態や事故発生のメカニズムなどを解明する

ことも重要である。そのため、事業者と研究者が情報交

換を図り 、対象地域および対象種に有効な手法を検討す

ることが不可欠である。海外では IRoadEcologyJ とい

う表現が広〈用いられており 、同名の書籍[lOJは多く

の論文に引用され、道路環境保全を考えるうえで極めて

優れた一冊である。また、ヨーロッパでは野生動物の生

息地のネットワーク化を図るための国際会談 (IENE

lnfra Eco Network Europe)が開かれ、インフラと生物と

の関係について活発な研究がすすめられている。日本に

おいても保全対策が活発にすすめられてきているが、点

で保全することが多く、線もしくは面でとらえた地域全

体の生物保全は行なわれていない。広い視点での f野生

生物と交通」の研究をすすめる必要があるだろう 。

また、今回は、道路および列車について論文を検索し

たが、航空機と鳥類との衝突事故 (バードストライク)、

船舶のスクリューによりイルカなとが也i付く事故、パラ

スト水による外来生物の増加などについても、 ~JJ例の収

集整理をすすめる必要がある。このような 「野生生物

と交通」の多様な問題を解決していくためには、多くの

研究者行政技術者の参加が不可欠である。また、将

来の課題解決に向けては、若手研究者の育成が求められ

る。そのため、「野生生物と交通」にかかわる問題を今後

も広く周知していく必要があるだろう。
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7. Appendix 
キーワード検索でヒ y 卜した論文 (1/ 5) 

[1981 -1991年]

l 新品渓子 1981 関東および中部地方におけるキシャヤスデの大発生 土と微生物 (23): 15 -18. 
2 小野W， 1983. OECD道路研究計画 「道路に関する環境影響評価と環境保全対策に関するセミナーJ.道路，

(504) : 46 -51 
3 森康男 ・土井俊二 1985 東富士道路の自然澱坑保全対策 高速道路と自動車.28(1) :71-74 
4 小林組子森本総 19唱7 福井県串小川の水生iWJ物と珪藻群集京都府立大学学術報告l']tl学生活科学 38

5-20. 
5 森康男 小沢徹三 1988 道路における自然環境保全対策の効果と評価高速道路と自慰瓜1.31 (6) : 28お-

6 森康男土屋官三 1989 東富士五湖道路の自然景観保全対策とその事後評価 高速道路と自動車. 32 (12) : 22 
ー30.

7 中井三夫 1991.高速神奈川3号狩場線の環境保全対策 道路 (604): 13 -18 
8 藤田真一 厚升弘志田村担之 1991 道路療境保全対策の評価および潜合グループ聞の合意形成のモデワレ化 シ

ステム制御情報学会論文誌 4(5) : 196-203 
[1992 -2002年l
l 日本道路公団環境対策課 1992 自然にやさしい道 (エコロード)をめざして 建設月報 45(10) : 38-40 
2 吉田幸信栗原昭司 1992.エコロードのすすめ道路， (618) : 15 -18 
3 石田稔西尾崇 1993 自然環境に調和した道路設備ーエコロード 土木技術資料.35 (11) : 51-56 
4 石塚昌志佐藤忠 1994 一般国道 108号鬼首道路の設計と施工ー自然環境に配慮したエコロードをめざして 土

木技術。 49(3) : 12 -13， 25 -31 
5 吉田元一 ー鈴木茂忠 ・小野珠乙 1994 高速道路により分断された地域のアカネズミの形態 ・ill伝学的差異 信

州大学J;~学部紀要， 31 (2) : 109 -124 
6 横山嘉大 1995 エコロードモデル実験一国道 17号行田 IC，東名大井松田 IC 道路，(651) : 48 -52 
7 建設省東北地方建設局湯沢工事事務所 1996 自然に配慮した「エコロード」を目指して 用地ジャーナル。 5

(9) : 45-48. 
8 著者不明 1996. i切り盛りは最小限」を合い言葉に13.7kmにわたるエコロードが完成 日経コンストラクション，

(172) : 96 -103 
9 内丸年雄 ・吉田好男 199ι エコロ ドは緑のリサイク lレから ハイウェイ技術， (5) : 14 -16 
10 森崎耕一 ー清宮浩 1996.エコロード捻備とピオトープ創出 ハイウェイ技術， ( 5) : 9 -13 
11 著者不明 1996 盛んになるエコロードづくり管理者にはそれなりの覚悟も必要 日経コンストラクション

(164) : 100 -105 
12 道路線化保全協会海外エコロード事例調査団 1996 緑イじ紹介カントリーサイドにおけるエコロードづくり

道路と自然 23(4) : 28-32 
13 小河原孝生 1997 エコロード生きものにやさしい道づくりの5課題道路，(678) : 15 -18， 

14. 熊木修ー小野寺正明 ー藤田公典 1997 鬼首道路でのエコロードの取り組み 交通工学 32(2) : 47 -53 
15 黒木四男草野信ー奥潤一春田章博 1997 横浜横須賀道路におけるエコロードの取組み 土と基礎。 45(1) 

35-37 
16 森崎耕一 1997 高速道路の自然環境保全エコロードをめざして 土と基礎。 45(1):4-6
17 森崎耕一 1997 フランススイスにおけるエコロードづくり海外エコロード事例調査団報告 道路と自然 24

(2) : 40 -43 
18.藤木修 ー小野寺正明 1997 緑化紹介鬼首道路でのエコロードの取り組み 道路と自然， 24 (2) : 18 -21 
19 山田一雄 ・大越良記 1997 景観保全対策としてののり面再緑化 ハイウェイ技術， ( 8) : 16 -19 
20 相同節也青山実仲春田章博 1997 ギフチョウを守る山陽自動車道におけるギフチョウの保全対策 道路と

自然， 24 (2) : 32-35 
21 藤森茂之 1998 エコロード 自然環境に配慮した道路建設の進め方環境技術 27(9) : 679 -683 
22 前河正昭 1998 動物用移動経路における生態的機能評価のための自動撮影システムの開発 長野県自然保護研

究所紀lll!， ( 1) : 65 -69 
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23 楊海軍丸山純孝・土谷富士夫水谷敦司 1998 景観保全の視点からみた森林から人工草地化への影響 日本

緑化工学会誌， 24 (2) : 80 -89 
24 築瀬知史 1999 道路建設におけるロードキル減少に向けた野生動物保全 ハイウェイ技術 (14):39-43 
25 荒井秋晴 1999 やさしい知識ロードキル 地質と調査 1999(3) : 40-44 
26 築瀬知史 1999 エコロード追跡調査-自然環境保全対策の効果と課題 ハイウェイ技術， (14) : 44-49 
27 亀山章 1999 エコロード自然環境との共生 道路と自然， 26(4):6-9
28 亀山章 1999 未来の生活科学交通事故から動物を守れエコロードの科学 市政， 48 (7) : 94-97 
29 小津徹三 1999 エコロード整備のための生態系評価および回復手法の検討地質と調査 1999 (1) : 7 -11 
30 著者不明 1999 ユーザーズ アイ 生態系に優しい土木とは?ー「配慮したつもりJIっくりっぱなし」が生きも

のたちを悩ませる 日経コンストラクション。 (226): 94 -107 
31. i宰堅信之 1999 エコロードの今後に対する提言 道路と自然， 26 (2) 44-461 
32 岡崎弘幸 1999 東京都におけるムササビ Petauristaleucog叩 'ysの分布と生息地の分断化 l楠乳類科学， 39(1) 

169 -173 
33 井上浩三 2000 滋賀県生物環境アドバイザー制度と事例紹介-自然を守り育む道〈エコロード〉 月刊建設 44

(6) : 18 -20 
34 著者不明 2000.Iエコロード」という発想道路開発と自然環境保全の両立はできるのか リラティオ.2 (2) 

44-47 

35 北原正彦 ・藤井猛今木洋大 渡辺牧 2001 富士山周辺におけるロードキル発生状況の解析(予報) ワイル

ドライフ フォーラム。 6(3) : 101 
36 前河正昭 2001 志賀高原のエコロード対策工における設置効果モニタリング(冬季オリンピック関連事業の自

然環境への影響と対応に関する調査研究) 長野県自然保護研究所紀要 4:45-53 
37 大内千秋 2001 緑化紹介日本編東富士五湖道路におけるエコロード追跡調査 道路と自然 29(1) : 24 -29 
38 石田健 2001 東京大学秩父演習林の国道 140号線施雪出血域におけるツキノワグマ個体群の生息状況 東京大学

農学部演習林報告.(105) : 91 -100 
39 比嘉良孝 宮里春喜 2002 北部国道事務所における自然環境保全九の取り組みーオカガニ類のロードキル対策

月刊建設， 46 (6) : 18 -20 
40 著者不明 2002 土木ルポエコロード 『甲子道路j初のシャイベアーチ三位一体で挑むエコロードの核心に雨

沼橋橋梁&都市 project，38 (11) : 11 -13 
41 酒井宏 2002エコロード甲子道路¢事業進捗について 橋梁&都市 project.38 (11) : 5-10 
42 川岸公文 2002 一般国道334号斜里エコロードについて 土木学会誌.87 (9) : 26 -27 
43 五十嵐敏彦竹花大介 ・源代篤史 2002 エゾシカを対象とするエコロード計画のポイント道道花咲港温根沼線

の場合土木学会論文集， (713) : 187 -192 
44 増田孝幸山溢満高井光彦 2002 横川ダム建設における環境への配慮エコロードを例として 北陸地方整備

局管内技術研究会論文集， 2002年度 321 -324 
45 著者不明 2002.カラー Now& Future環境に優しい道 iエコロード" 働く人の安全と健康. 53 (7) : 625-

627 
46 日本道路公団企画部道路環境課 2002 エコロードの整備 道路行政セミナ- 13 (1) : 20 -23 
47 伊藤岳司・藤田英郎木保誠 2002 一般国道 334号斜里エコロード整備事業の事業概要および成果について 「野

生生物と交通」研究発表会講演論文集.1:85-90
48 増田泰 2002エコロードから野生動物保護を考える 滋賀県琵琶湖研究所所報.(19) : 78 -82 
49 鈴木圭太 大窪久美子 j畢畠拓夫 2002.長野県伊那盆地におけるダルマガエルの生息』犬況とカエル類生息地と

しての水田の現状 ランドスケープ研究， 65 (5) : 517 -522 
50 森崎耕一田村崇 2002 圏央道青梅 IC~ 日の出 IC 聞における環境保全対策 ハイウェイ技術， (23) : 2，97 -104 
51 日本道路公団東京建設局八王子工事事務所施設工事班 2002.緑化紹介圏央選青梅~日の出聞における緑化お

よび自然環境保全対策道路と自然， 29 (4) : 24-26 
[2003 ~ 2012年]
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l 原文宏 2003 エゾシカのロー ドキル対策に関する計画及び設言十方法 国際交通安全学会誌 28(3):247-254
2 谷口建 2003 ロードキル 農業土木学会誌，71(9):840
3 三好達夫・加治屋安彦鈴木武彦 2003. 道路を横断するエゾシカの行動特性の把握について ITS技術を活用し

たエゾシカとの交通事故対策に向けて 北海道開発土木研究所月報。(602): 15 -20 
4 山本千雅子 ・岸邦宏佐藤馨ー 2003， ロードキルに起因する交通事故の道路管理者責任についての海外判例に

関する研究 「野生生物と交通」研究発表会議寅論文集 2 : 61 -65 
5 奥村忠誠瀧井暁子 小池伸介 羽澄敏裕 2003 富士山周辺地域におけるツキノワグマの分布とロー ドキル問

題ワイルドライフ フォーラム， 8 (3) : 74-75 
6 国土技術政策総合研究所 2003エコロード(自然と調和した道づくり) 国土技術政策総合研究所資料，(120) 

139 -145 
7 篠田貴 2∞1 エコロードの効果日光字都宮道路の 20年にわたる調査結果より 月刊建設 47(6) : 33 -35 
8 日本道路公団企画部道路環境課 2003 紹介エコロードの効果一日光宇都宮道路の 20年にわたる調査結果より

高速道路と自動車。 46(6) : 49 -53 
9 山田-h:ft2003 研究紹介問 中国支社におけるエコロード整備一新アセス法を反映してのケーススタデイ 道路

と自然 30(2) : 28 -31 
10 篠田食 ・小野秀樹 2003.緑化紹介秋田道エコロード追跡調査 道路と自然 30(2) : 18 -22 
11 岸井隆幸 2003 エコロードビジネス研究への期待とその展望について Traffic & buisiness， (70) : 10 -12 
12 マハムトハリク 増田隆一 アブリミットアブダカデイル ・犬泰司紀之 2ω1 中国新涯ウイ グル自治区に分布

する晴乳類の現況と保全 H甫乳類字伴 43(1):1-17
13 石田健橋本幸彦大村和也 .i畢田晴雄芝野伸策 山中隆平 2003 秩父i首習林におけるツキノワグマ捕獲 ・

計測記録演習林， (42) : 133 -141 
14 谷崎美由記 。前田敦子 ・柳川久 2003 道路建設に伴うコウモリ類への保全対策とそのモニタ リング「野生生物

と交通」研究発表会講演論文集 2: 53-60 
15 堀内輝亮 2003 霞ヶ浦における湖岸植生帯の保全対策について 道路と自然。 30(4) : 12-14 
16 人見功 2004 中学校における自然学留 ・環境学習の事例研究 (3 )野生動物のロードキル問題を中心に 奈

良教育大学付属自然環境教育センタ一紀要， 6:39-54
17 小高信彦 j宰志泰正 2004 ヤンバルクイナのロー ドキル 山階学雑誌， 35 (2) : 134-143 
18.並河良治 ・大西博文 ・曽根真理 ・角湯克典 ・桑原正明川上篤史 2004 ロードキル防止技術に関する研究晴乳

動物の生息域保全に向けて 国土技術政策総合研究所資料。 (152): 1 -103 
19 井田宏之 伊吾田宏正 立木靖之 2004 ロー ドキル対策としての捕獲(狩猟)の可能性の検討「野生生物と交

通」研究発表会講演論文集 3:67-72 
20 高橋博己藤崎稔:彦ー山本彩 2004 横川ダム建設における環境への配意ーエコロー ドの利用状況について(追加

報告) 北陸地方整備局管内技術研究会論文集，2004年度 181-184 
21 中越信和 2004 事例道路緑地の整備手法エコロードの追及 土木施工 45(5) : 67 -71 
22 足立克久 2004 緑化紹介日本編伊勢自動車道におけるエコロード追跡調査 道路と 自然，32 (1) 18 -23 
23 長津良太 ・鈴木加奈子 初04.GISを用いた鳥取県における森林植生パッチの解析 鳥取大学農学部演習林研究

報告， 28: 27 -36 
24 小林尚 ・北野聡 ・山形哲也 ・上原武則 2004 木曽川上流域におけるアジメドジョウ Niwaellade/ica佃の分布

長野県自然保護研究所紀要， 7:23-28
25 篠田貴 2004 緑化沼介交通インフラによる野生生物の生息地分断に関する国際会議に参加して 道路と自然

31 (3) : 22 -24 
26 丸井英幹山崎俊哉梅原徹皇崎史平小 林稽樹 2∞4絶滅危倶種ハ リママムシグサ ωnsaen悶 mmus

(Serizawa) J. Murata)の保全対策としての移植事業 I 生育環境と移植条件保全生態学研究， 9 (2) : 173 
182 

27 大石麻美 ・ 小林~~r勇 ・ 関島恒夫 ・ 正富宏之 2004 農耕地で繁殖するタ ンチョウの採餌環境への順応性保全生

態学研究。 9(2) : 107 -116 
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28.野呂美紗子 原文宏・伊田宏之・伊吾田宏正 2005 エゾシカのロ ドキル対策の検討に向けて光に対する反

応実験 (中間報告H野生生物と交通」研究発表会議富論文集.4:69-74
29 伊藤和久・原田吉信託J5 鬼首道路ーエコロード追跡調査結果から見たビオトープの形成 道路と自然.32 (2) 

6-9 
30 阿部学 ー根本謙次・小坂秀樹 林岡久彰益岡卓史 2005 紹介道路整備に係る猛禽類保全対策の人工代替巣設

置効果について 高速道路と自動車.48 (4) : 33-41 
31 池竹規夫 2005 緑化紹介日本編横浜市の環状2号線における自然環境保全対策一市街地の貴重な生態系をまも

る取り組み道路と自然.32 (2) : 18 -21 
32.佐藤暁子・米村惣太郎亀山章 2006 ニホンリス (Scillrllslis)の生息環境におけるエコブリッジの効果 日

本緑化工学会~t 32 (1) : 32 -37 
33. 田中俊輔野呂美紗子原文宏 武市靖 2006 エゾシカのロードキル対策の検討に向けて点滅光に対する反

応実験「出野生生物と交通」研究発表会講演論文集 5 : 31 -36 
34 野呂美紗子 ・原文宏 ・回遊慎太郎 ・伊藤岳司 ・萩原享 200ι ロスプリベンションの視点から見たエゾシカのロ

ードキル「野生生物と交通」研究発表会講演論文集。 5: 21-24 
35 荒木奈津子野呂美紗子・ BuheA田 ler 赤坂宗光・ 吉村暢彦金子正美 2006. 自然環境要因からみたエゾタヌ

キのロードキルの傾向「野生生物と交通」研究発表会議;買論文集. 5: 11-16 
36 三好達夫 ・加治屋安彦 山際祐司 2006 エゾシカと車両との衝突事故に関する効果的対策の検討 北海道開発

土木研究所月報.(633) : 24 -30 
37 国土交通省道路局企画課道路事業分析評価室 2006 エコロードキャンベーンの実施について京都議定書の

CO，削減目標の達成のために 高速道路と自動車.49 (11) : 36 -38 
38. 国土交通省道路局企画課道路事業分析評価室 2006 エコロードキャンベーンの実施についてー京都議定書の

C02削減目標の達成のために 道路行政セミナ一。 17(7) : 19-21 
39 国土交通省湯沢河川国道事務所宮城県大崎土木事務所 ・秋田雄勝地域振興局 200ι 緑化紹介菊地道路環境賞

鬼首道路エコロードの取り組み 道路と自然 34(l) : 28 -30 
40 秋保秀二郎吉田l;!<i告 三条光司 2006 一般国道39号「北見道路jにおけるニホンザリガニの環境保全対策に

ついて「野生生物と交通j研究発表会講演論文集 5: 37-44 
41 宇治正人・原雅之 2006 緑化紹介圏央道日の出~あきる野聞における緑化および自然環境保全対策 道路と自

然， 33 (3) : 26-28 
42.阿部豪 2007 研究結介エゾタヌキのロードキル増加要因の解明道路と自然.34 (2) : 36-39 
43.三村啓子 2007 首都高エコロード フェスタ 2007 高速道路と自動車， 50 (10) : 46-49 
44 猪狩倫 2007 一般国道289号荷路夫バイパスの取り組みについて第二世代のエコロード 月刊建設 51(7) 

18-20 
45 岸井隆幸 。俣野実 2007 エコロードと最先端環境技術環境管J:!!l， 43 (6) : 575 -581 
46 国土交通省道路局企画課道路事業分析評価室 初07 エコロードキャンベーンの実施についてー京都議定書の

C02削減目標の達成のために 道路， (791) : 37 -39 
47 今野靖規 2007 緑化紹介日本編横浜横須賀道路エコロード整備についてー横須賀 PAピオトープ・多種多様な環

:f$z形成を目指して 道路と自然.34 (3) : 22-25 
48 山j甫悠一 2007 広葉樹林の分断化が鳥類に及ぼす影響の緩和 人工林マトリックス管理の提案 日本森林学会

誌 89(6) : 416-430 
49 国土交通省関東地方整備局相武国道事務所計画課・中日本高速道路(株)横浜支社八王子工事事務所技術課 2007 

施工研究圏央道の環境保全対策土木施工 48(6) : 54 -57 
50 加藤正太田垣貴啓 2007 各高速道路に休憩施設と環境保全対策の現状について 道路と自然 34(2) : 19-

22 
51 河崎拓実高橋克也井内彰宏 2008.GPS携帯電話を用いた動物事故処理記録収集システムによる新たな取組

み ロ ドキルデータ記録作業の効率化と事故の削減のために「野生生物と交通」研究発表会講演論文集 7:105 

108 
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52 稲原i間二上村達也小湊梓 2008 一般国道におけるエゾシカ横断ポイントの集約によるロードキル対策につ

いて「野生生物と交通」研究発表会講演論文集。 7:91-96

53 山田芳樹佐々木均水間タ寅 ーJII村理沙原内裕 2008. 道路が昆虫の生，自に及1;('す影響-支扱i湖付近の道路

におけるトンボのロードキル(予朝約一「野生生物と交通」研究発表会講演論文集. 7: 73 -78. 
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